








要約:都立豊島病院に入院した未熟児、低出生体重児の中で、SIDS 対策として退院後ホー

ムモニターを施行した児の両親に対し、アンケート調査をおこなった。多くの親は、突然

死についての知識があり、モニターを勧められるまでは、退院後の養育に不安をもってい

たことがわかった。ホームモニターはモニターとしての実質的効果のほか、家族に対する

教育的効果や心理的負担や不安を軽減する効果がある。今後保健適応や、費用の公的援助、

貸与システムの普及などが望まれる。


